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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週か
ら引き続き3日連続で小幅に続伸し、週初に昨年
来高値を更新しました。日米の金融政策決定会合
を控え様子見姿勢の投資家が多く、積極的な買い
は控えられました。週末も、3連休を前に様子見
姿勢が強く前日比で小幅に下落となりました。
（週末引け値：19,521.59円）

 週間では、日経平均株価は0.42％の下落、東証株
価指数は0.52％の下落でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年3月13日～3月17日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、日米の金
融政策決定会合を控え、一進一退の展開となりまし
た。米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）の結果を受
け、今後の米国の利上げペースが加速するとの観測
が後退し、利回りは低下しました（価格は上昇）。
週末は、前日の欧米債券安が波及し、国内債券市場
も売りが先行したことから前日比で横ばいで取引を
終えました。（週末引け値：0.075％）

 週間では、10年国債金利は0.014％の低下となりま
した。

（審査確認番号H28-TB351）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で小
幅に上昇となりました。15日（水）にＦＯＭＣの結
果公表を控え、週央までは積極的な買いは控えられ
ました。市場予想通りフェデラルファンド（ＦＦ）
金利の誘導目標が引き上げとなり、週央には上昇に
転じたものの、週末は、目立った材料がなかったこ
とや原油価格の下落等を受けて小幅に下落となりま
した。（週末引け値：20,914.62ドル）

 週間ではNYダウは0.06％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、週央にＦＯＭＣの結果公
表を控え、投資家の様子見ムードから一進一退の展
開となりました。16日（木）は、ＦＯＭＣの結果
を受け、米国の利上げペースが加速するとの観測が
後退したことから、円買い米ドル売りが優勢となり
大幅に続伸しました。週末は、前日に約２週間ぶり
の高値となる112円台をつけた反動から、３連休を
前に持ち高調整の円売り米ドル買いが先行し、下落
となりました。（週末引け値：112円70銭～80
銭）

 週間では米ドル/円は1.82％の円高、ユーロ/円は
1.22％の円高となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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